
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年５月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３広第２１９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２５年９月３０日 ２２時３８分ごろ 

発生場所 愛媛県松山市波妻ノ鼻南東岸 

波妻ノ鼻灯台から真方位１３７°３００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５９.８′ 東経１３２°４６.１′） 

事故等調査の経過  平成２５年１２月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広

島事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 第参拾壱旭
きょく

洋
よう

丸、４９５トン 

 １３５３９４、旭洋海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首部船底に破口 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、石膏約１,５００ｔを積載し、

船首約３.５０ｍ、船尾約５.０４ｍの喫水により、船長が、単独で船

橋当直に就き、操舵輪前に立って手動操舵に当たり、約１０ノット

（kn）の対水速力で松山市北条西方沖を北東進中、船首方に３隻の漁

船を認め、右舵を取って避航した後、居眠りに陥り、平成２５年９月

３０日２２時３８分ごろ、衝撃を感じて乗揚に気付き、機関を停止し

た。 

 船長は、波妻ノ鼻南東岸の干出岩に乗り揚げたこと、及びフォアピ

ークタンクへの浸水を確認し、会社及び海上保安庁へ通報した。 

 本船は、満潮時を待って来援したサルベージに引き出され、目的地

に向かった。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮流 南東流約１kn 

 その他の事項 

 

 船長は、松山市由利島と同市釣島の中間地点で漁船を避けながら航

行中、眠気を感じたので、船橋にある洗面台で眠気を覚ますために顔

を洗った。 

 船長は、本事故前日に約６時間の睡眠をとり、本事故当日の夕食

後、入直前に約２時間の仮眠をとっていた。 

 本船は、機関を前進にすれば、居眠り防止装置が起動するようにな

っていたが、本事故時は作動しなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 

あり 



 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

なし 

 本船は、北条西方沖を手動操舵で北東進中、単独で船橋当直中の船

長が居眠りに陥ったことから、波妻ノ鼻南東岸に乗り揚げたものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、北条西方沖を手動操舵で北東進中、単独

で船橋当直中の船長が居眠りに陥ったため、波妻ノ鼻南東岸に乗り揚

げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船橋当直者が眠気を感じたときは、ガムをかんだり、コーヒーを

飲んだりして眠気を解消するとともに、可能ならば、２人当直と

して居眠りの防止に努めること。 

 


